
生活支援体制整備事業における買い物支援

中間市介護保険課
地域包括支援センター

について



１．経緯
七重町
七重町は坂道が多く、商店もないため、地域課題として「買い物支援」、「移動支援」を挙げていた。
また、地域ケア会議での困難事例として「自分の目で見て選んで買い物したい。」というテーマで七重町
在住の高齢者について会議を行い再度、地域課題として「買い物支援」を挙げた。その課題について七重

2年11
実施することとなった。＜毎月第２木曜日14時から開催＞

太賀地区
太賀地区は坂道が多く高齢者率も49％を上回っており、地域課題として「移動支援」を挙げていたが、
イオン中間店一時閉店の影響で、地域から出た「買い物する場所がなくなる。」という声を受けて地域課
題に「買い物支援」を追加した。また、同時期に独居高齢者が自転車で買い物に行く途中に転倒した事故

和3年8

している。＜毎月第２木曜日14時40分から開催＞

通谷三区

協力。また、会場となる公園の調整等を含め、庁内４課で連携し地域と協働している。＜毎月第２木曜日
13時から開催＞



２．内容
・月に1度、各地区30分程度の開催。野菜、魚類、大豆製品、菓子、惣菜等を4事業所が出店し販売。
・販売業者は、移動販売が可能な事業所で、食材を運ぶための安全性等を考慮し、七重町七福会が決定。
・販売業者との調整は生活支援コーディネーターが行っている。※さくら館のみ産業振興課が調整。
・実施主体及び開催場所の選定、また住人への周知は地区で行っている。

３．効果

自分で見て

選んで

買い物ができる。

活動量が増加し

筋力低下を

予防できる。

地域の中の

居場所づくり

になる。

互いに見守る

安否確認の

場になる。

庁内連携で

取り組む

ことができる。

４．今後について
現在、市内からの出店は「さくら館」と「にわ菓」であり、残りの２店は市外の事業所である。
出店事業所の決定権は地域にあるが、市内の事業所で協力可能な企業があれば調整を図り、地域と繋げて
いきたい。また、市内では買い物支援が必要とされる高齢者が増加しているのに反し、配達等の細かい
ニーズに応じる小売店が減少しているため、この課題を深刻化させないためにも地域と協働して支援を継
続、拡大させる。



～移動販売～

町全体が

坂の上にあります

自分の目で見て

選んで買い物したい 
地域住民

令和２年11月19日（木）坂道が多い七重町

商店もなく、住民の皆さんは買い物に困っていました。

地域ケア会議の事例であがった問題も

「目で見て、自分で選んで買い物したい」ということでした。

七重町の老人クラブ「七福会」と移動販売業者をつなぐことで

「七重町青空市場」を誕生させることができました！

「七福会」佐々木会長場所提供して頂いた

木下さん

お客さん第一号

魚屋さんと

豆腐屋さん

が来ました♪

当日は、天気が心配でしたが雨が降ることもなく、開始

時間を待たずに地域の皆さんが集まり始めました。

「久しぶり」 「元気にしとった？」と久々の再会に皆さんの

笑顔がこぼれ、買い物が終わった後も、おしゃべりは

終わりません。

「七重町青空市場」が、買い物だけでなく地域コミュニティ

の場になっていく可能性を感じることができました 



目で見て

自分で選んで

買い物したい 

地域ケア会議

地域ケア会議をご存じですか？

「目で見て自分で選んで買い物したい！」という思いは、

地域ケア会議から吸い上げたもの。これは、七重町全体

での地域課題でもありました。七重町の老人クラブ「七福

会」と移動販売業者をつなぐことで生まれた“七重町青空市場”は、

月に１度のお楽しみ。魚屋さん、豆腐屋さん、八百屋さんなどが出揃

い、とても賑やかな場になります。地域の皆さんは、開始時間前から

集まり、お買い物が終わっても話が、はずんでいる様子♪開催を重ね

る度にこの“七重町青空市場”が、買い物支援だけでなく地域コミュ

ニティの場になっていることを感じています

七重町青空市場

地域ケア会議とは…

地域ケア会議の機能

高齢者個人に

対する支援の充実
社会基盤の整備

同 時 進 行

地域包括ケアシステム（住まい・医療・介護・予防・

生活支援が一体的に提供されるための体制）の

実現に向けて地域包括支援センターが主催する会議

地域ケア会議の流れ

会議には様々な
職種のプロが参加します♪

地域課題の

発見・議論

個別課題の

解決に向けた

会議

政
策
形
成
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地域の人を

含めた会議
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①個別課題解決

②ネットワーク構築

③地域課題抽出

④地域づくり・地域開発

⑤政策形成

地域住民

七重町

坂道が多く

商店もない…

抽出した課題を解決するために生まれた活動





実施日：令和３年５月13日（木）

「七重町青空市場」の活動が始まり半年が

過ぎました。担い手さんや、利用者さんの

思いを知るため今回はじめてアンケート
を行いました！

アンケートで全員が「今後も、利用したい」と回答さ
れていました！地域の方がとても楽しそうに買い物
をしている姿をみて、「七重町青空市場」が七重町に
欠かせない活動になっているのだと強く感じました。

「七福会」

佐々木会長

地域の反応は？
青空市場に来る人が回数を重ねる

たびに増えた。自分から地域の人に
声掛けをし、そこで交流ができ会話
がうまれている。

青空市場について、今の思い
今は新型コロナウイルスで地域を回

ることや、集まる機会が減ってしまって
いるが、青空市場が地域の人に会う
きっかけになっている。

チラシ作成

是永さん

携わるきっかけ
佐々木会長よりチラシ作成の依頼が

あった。地域の方にどう知らせるか相談
を受け、回覧板がいいのではと提案した。
自治会長さんの協力を得て回覧板と、
掲示板でお知らせしている。

工夫や、気を付けていることはありますか？
文字より写真の方が伝わりやすいと

思い、買い物風景を載せ、たくさんの人
が参加しやすいようにした。

１ 利用回数 はじめて →０人
２回目 →２人
それ以上 →５人

※７名回答

２ 青空市場を利用しての感想?

３ 今後も、利用したいですか？

いいえ→0人 はい →７人

のその後…

・買い物をするのが楽しい

・みんなの顔が見れる

・車を持ってないから助かる

・近場で行きやすい

・高齢者にはすばらしい活動

・スーパーへ行く回数が減った

・みんなに会えるのが楽しみ

・スーパーで買うより新鮮で

安い、今後に期待している



太賀地区

令和３年８月12日(木)

次回の開催チラシを

配布しました！

地域の方にお会いする

ことができました

当日は、大雨警報がでたため、青空市場は中止になりましたが、開催
場所には、自治会長さんや民生委員さんをはじめ、20名以上の地域の
方が来られました。「中止かな？と思ったけど、来月もやってほしいけ来
た。」という言葉に嬉しい気持ちもありますが、「それほど買い物に困って
いるんだ」と現状の厳しさを感じました。そしてこれから太賀のみなさん
と一緒に頑張って、もっとこの取り組みを広げていきたいと思いました。

太賀地区は、急坂の上に立地しており、高齢者も多く、買い物に行く
のは大変です。それに加えて大型ショッピングセンターの一時閉店の話
が伝わり、地域の人からは不安な声が聞こえていました。
そして、90代の方が買い物に行くために自転車に乗り、転倒したという
出来事も、今回の活動の大きなきっかけとなりました。

この地区の問題を役員さんに相談すると「やってみよう！」と、とんとん
拍子で青空市場の開催が決まりました。太賀一区・三区の自治会長さん
も広報に協力してくださいました。多くの人の力でまた一つ支援の輪が
広がろうとしています。



令和3年9月9日(木)

豆腐屋さん
魚屋さん
八百屋さん

自治会
老人クラブ
太賀地区の方々

相談

１０月から通谷地区

でも始まるぬん！

産業振興課
介護保険課

会場では談笑する声も聞こえ、みなさんマスクの
下からも笑顔があふれており、新たな地域交流の
場が誕生した瞬間でした。
地域課題を解決しようとして始まった、青空市場。
様々な人とつながりながら、中間市内に広がって
おり、私たちも地域のみなさんと、もっとがんばろ
うと思いました。

太賀地区で青空市場が始まりました!

支援の輪が

広がった

８月は、大雨警報により中止となった青空市場。
今月は無事開催され、４０分の間に３０名近くの方が
来てくださいました。

地 域 民間企業 行 政



されました。また、行政の方からは、産業振興課と安全安心まちづくり課、介護保険課が出席しました。地域と民間企業、
行政が協働し支援の輪を広げることで安心して暮らせる地域づくりの実現につながっています。





青空市場進化中!!令和４年１月13日（木）　

「（移動販売車が）

同じような車なので、

何を売っているか

分かりにくい」という

 一緒に作ろう！！どうすれば？ 看板が

あれば…

でも、

お金が・・・。

課
長

通谷三区　青空市場の反省会にて

3
3



青空市場進化中!! 地域の担い手さんと一緒に始めた青空市場。

毎回多くの利用者で賑わっていますが、

回数を重ねるうちに様々な課題も見えてきました。

どこに何が売っているのか

分かりやすくしたい。

商品を手に取りやすい

環境をつくりたい。

利用者が密集しないよう

安全に開催したい。

通谷三区の住民だけでなく

広い範囲で周知したい。

開催中であることを

分かりやすく周知したい。

課題を

解決するぬん！

通谷三区自治会

青空市場協議会

通谷三区の担い手さん

のぼりやBGM用のスピーカーを

準備しました！

商品陳列用のテーブルを準備し

商品を手に取りやすいように

しました！

通谷三区の公民館で

話し合いをしました。

どこで何を売っているか

分かりやすくするために

看板を手作りしました！

密を避けるため、

整列してもらえるよう

工夫しました！

３
３

買い物弱者対策導入

支援事業費補助金



この日もあいにくのお天気でしたが、担い手さんと様々な課の職員が
力を合わせて安全に買い物ができる環境をつくりました。

ビニールシートや、県から
の補助金で購入したテント
を活用し、濡れずに買い物
をすることができました♪

「近くにスーパーは
できたけど…やっぱり
青空市場は青空市場。
月に一度の楽しみやけ｡」
と言ってくださったこと
が一番嬉しかったです！

４月の青空市場は、悪天候が予想された
ため、やむなく延期に…。
それでも担い手さんは
「回覧板まわすよ！」
「行きそうな人に連絡しとくよ！」
と優しい言葉をかけてくださいました
青空市場は、地域のみなさんとの協働が
あるからこそ実現できる取組みです。

青空ではないけれど…青空市場
令和４年４月21日(木)


